
授業の種類 講義 必修

30 回 時間数 60 時間 4 単位 2年 通年
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必修・選択

配当学年時期

第3章　精神機能の障害と精神症状

第4章　精神障害の診断と評価 教科書
第5章　脳器質性精神障害 教科書

第9章　統合失調症およびその関連障害

教科書

教科書
第7章　精神作用物質による精神および行動の障害 教科書

科目名 精神医学
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教科書

第6章　症状性精神障害

授業回数

教科書
第3章　精神機能の障害と精神症状

準備物(教材)講義内容

オリエンテーション、序説　PT・OTと精神医学のかかわり、第1章　精神医学とは 教科書
第2章　精神障害の成因と分類、章なし　DSM-5

教科書

試験の結果を100点満点として成績を評価する。
試験は前期定期試験50点、後期定期試験50点として合計100点とする。
60点以上の場合に科目を認定する。

第12章　生理的障害および身体的要因に関連した障害 教科書

後半のまとめ 教科書、配布資料

第9章　統合失調症およびその関連障害 教科書
第9章　統合失調症およびその関連障害 教科書

定期筆記試験

【授業の目的・ねらい】
臨床現場で経験する精神科系疾患を学ぶ

【授業全体の内容の概要】
臨床現場でよく遭遇する精神科系疾患についてその原因から治療までを幅広く学ぶ

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
精神疾患を熟知し、精神科作業療法に結びつけることができる

【使用教科書・教材・参考書】
標準理学療法学作業療法学シリーズ精神医学（医学書院）

【準備学習・時間外学習】
臨床心理学で学んだことを前提に精神医学の学修を行いますので、十分に臨床心理学で学んだことは復習してお
いてください。

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

教科書
第4章　精神障害の診断と評価 教科書

第8章　てんかん

前半のまとめ 教科書、配布資料

第10章　気分（感情）障害 教科書
第10章　気分（感情）障害 教科書
第11章　神経症性障害 教科書
第11章　神経症性障害 教科書
第13章　成人のパーソナリティ・行動・性の障害 教科書

教科書
第18章　ライフサイクルにおける精神医学 教科書

第13章　成人のパーソナリティ・行動・性の障害 教科書
第14章　精神遅滞［知的障害］ 教科書
第15章　心理的発達の障害 教科書

【実務者経験】

第19章　精神障害の治療とリハビリテーション 教科書
第20章　精神科保健医療と福祉，職業リハビリテーション 教科書
第21章　社会・文化とメンタルヘルス、章なし　精神医学の分野で国家試験必須ポイントの紹介 教科書

第16章　コンサルテーション・リエゾン精神医学 教科書
第17章　心身医学


